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牛のウェアラブル生体センシング技術の開発

内閣府ＳＩＰ：生体センシング技術を活用した次世代精密家畜個体管理システムの開発

受胎率の低下と分娩間隔の延⻑は、⽜の⽣産性を阻害するため、⼤きな問題と
なっています。⽜の腟内に⻑期間留置可能な腟内センサや尾根部の体表温を計測
する体表温センサを活⽤して、発情が⾒つけられない⽜でも適期を判定して授精
したり、事前に分娩を予知することができれば、⼈⼯授精実施率や受胎率が向上
したり、事故のない安全な分娩が増えることが期待されます。

ウェアラブルセンサを⽤いた繁殖管理システム

⽜は分娩前に体温が低下しますが、尾
根部に装着したセンサにより体表温を
モニタリングすることで分娩時期を予
測することができます。

⼩型無線腟内センサにより腟内電気抵抗と
腟温をモニタリングすることで排卵時期が
予測できることを⾒出しました。

センサの筐体・部品設計、データ解析ソフト
の開発、通信・クラウドサービスなどのパー
トナーを募集しています。


